○滝川地区広域消防事務組合行政財産使用料条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　定　昭和54年12月17日条例第９号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成元年３月24日条例第２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成９年３月27日条例第２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年３月12日条例第２号

平成26年３月５日条例第５号
　（趣旨）

第１条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第238条の４第７項の規定による行政財産の使用を許可したときの使用料に関しては、別に定めるもののほかこの条例の定めるところによる。

　（使用料）

第２条　行政財産の使用の許可を受けた者は、使用料を納めなければならない。

２　前項に規定する使用料の額は、別表に定める使用料算定基準に基づいて組合長が定める。

　（使用料の月割計算等）

第３条　前条の使用料は、当該使用許可の期間が１年に満たないか又は１年に満たない期間があるときは当該期間については月割計算により、その期間が１月に満たないか又は１月に満たない期間があるときは当該期間については日割計算によりそれぞれ算定した額とする。

　（使用料の減免）

第４条　組合長は、第２条の規定にかかわらず、次の各号の一に該当するときは、使用料を減免することができる。

　⑴　他の地方公共団体その他公共団体又は公共的団体において、公用若しくは公共用又は公益事業の用に供するとき。

　⑵  その他特に組合長が必要と認めたとき。

　（加算料金）

第５条　組合長は、行政財産を使用させる場合において、当該使用に関し、次の各号に掲げる費用をその使用者に負担させることが相当であるときは、当該費用をその使用料の額に加算することができる。

　⑴　電気料金、水道料金及びガス料金

　⑵　暖房に要する経費

　⑶　その他組合長が必要と認めた経費

　（施行細目）

第６条　この条例の施行に関し、必要な事項は、組合長が別に定める。

　　　附　則

　この条例は、公布の日から施行し、昭和54年４月１日から適用する。

　　　附　則（平成元年３月24日条例第２号）　　

　（施行期日）　　

１　この条例は、平成元年７月１日から適用する。

　（経過措置）　　

２　この条例の施行の際、現に使用の許可を受けているものの使用料については、なお従前の例による。

　　　附　則（平成９年３月27日条例第２号）　　

　（施行期日）　　

１　この条例は、平成９年４月１日から施行する。

　（経過措置）　　

２　この条例の施行日前に使用の許可を受け使用を開始した者に係る使用料であって、当該使用料を収納すべき会計年度の末日が施行日以後であるときの使用料は、なお従前の例による。

　　　附　則（平成19年３月12日条例第２号）

　この条例は、規則で定める日から施行する。

附　則（平成26年３月５日条例第５号）
　この条例は、平成26年４月１日から施行する。
　　別　表（第２条第２項関係）

使　用　料　算　定　基　準

	種　　　　別
	算　定　基　準　（年　　　　　額）

	土　　　　地
	　年額・土地使用料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

 　＝（当該年度の固定資産課税台帳登録価格の近傍類似価格）×
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1,000
　ただし、当該土地の使用許可期間が１月に満たない場合は、

　　　　　　　　　　　１　　　　許可期間日数　　　108
（年額土地使用料×　　　　）×　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　12　　　　当該月の日数　　　100

	建　　　　物
	　年額・建物使用料

 　＝｛（当該建物の建面積に相当する土地使用料）

 　＋（当該年度の固定資産課税台帳登録価格の類似建物の価格　×
 　18.24 　　　　　　　当該建物のうち使用させる面積　　　　 108
          ×１２月×                                 ）｝×
　1.000 　　　　　　　　　当該建物の延べ面積　　　　　　　 100
 


備考　算出された使用料に１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てるものとする。

